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今月号のみどころ

。新春のごあいさつ……...・H ・..p2 ~ 3 

0 1997年を振り返って...・H ・..… P4~5

0大洲市こども議会・H ・H ・..…...・H ・..P 6 

0第1回科学体験フェステイパル…P7 

0財政状況をお知らせします… P8~9

0保育所入所の申し込み...・H ・..……P10

0戦没者等の遺族の皆さんへ………Pll

今月の納税は

市県民税 4期

国民健康保険税
5期

納期は 2月2日です

市民の動き

平成9年11月28日現在

人口 39，306人 ( +36) 

男 18，753人 (+ 9) 

女 20，553人 (+27) 

世帯数 14，070世帯 (+ 18) 

面 積 240.99平方キロメートル
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大

桝 1
長田

典
》コさ、あ

市
民
の
皆
様
、
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
旧
年
中
は
、

市
政
の
推
進
に
ご
理
解
と
ご
支
援
を

い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
本
年
も
引
き
続
き
ご
協
力

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。き
て
昨
年
は
、
橋
本
内
閣
が
進
め

る
中
央
省
庁
再
編
・
金
融
制
度
改
革

な
ど
行
政
行
革
の
動
き
に
国
民
の
自

が
注
が
れ
ま
し
た
。
社
会
経
済
に
お

い
て
は
、
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
、

健
康
保
険
法
等
の
改
正
に
よ

っ
て
国

民
負
担
が
増
大
し
た

一
方
で
、
大
手

証
券
会
社
を
始
め
、
都
市
銀
行
や
生

命
保
険
会
社
の
相
次
ぐ
経
営
破
た
ん

が
報
じ
ら
れ
る
な
ど
、
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

新
し
い
時
代
を
的
確
に
見
据
え
た
変

革
に
国
民
の
大
き
な
期
待
が
か
か
る

年
と
な
り
そ
う
で
す
。

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
四
国
縦

貫
自
動
車
道
伊
予
i
大
洲
聞
の
工
事

が
着
々
と
進
め
ら
れ
、
い
よ
い
よ
そ

の
姿
を
確
認
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
東
の
玄
関
口
と
な
る
大
洲
拠

点
地
区
で
は
、

J
A
大
洲
の
「
オ
ズ

メ
ツ
セ
幻

(中
四
国
最
大
級
の
営
農

生
活
複
合
施
設
)」
が
今
春
オ
ー
プ

ン
す
る
な
ど
、
企
業
の
進
出
が
本
格

化
し
て
お
り
、
高
速
交
通
時
代
に
対

応
し
た
生
産
基
盤
の
整
備
も
順
調
に

推
移
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

待
ち
望
ま
れ
て
い
た
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
建
設
と
、
し
尿
処
理
施
設
の

改
築
に
つ
い
て
も
め
ど
が
つ
き
、
諸

ぐ

事
業
は
着
実
に
前
進
し
て
お
り
ま
す
。

農
林
・
商
工
業
を
は
じ
め
と
す
る
地

域
産
業
の
振
興
や
高
齢
化

・
少
子
化

対
策
、
さ
ら
に
は
天
守
閣
復
元
や
各

種
文
化
施
設
の
再
整
備
に
つ
き
ま
し

で
も
、
長
期
的
計
画
に
基
づ
き
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
大
洲
市

の
最
大
の
課
題
で
あ
る
ダ
ム
分
水
問

題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
慎

重
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

今
年
も
、
国
内
情
勢
の
影
響
か
ら

厳
し
い
年
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
が
、
「
よ
り
安
全
で
安
心
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
」
、
「
よ
り
活
力
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り
」
、
「
よ
り
美
し
い
ま

ち
づ
く
り
」
を
重
点
施
策
と
し
て
、

魅
力
あ
ふ
れ
る
大
洲
市
づ
く
り
に
努

め
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

な
お
昨
年
は
、

全
国
的
に
企
業
や

公
務
員
の
不
祥
事
が
取
り
だ
た
さ
れ

ま
し
た
が
、
本
市
で
も
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
職
員
の
不
祥
事
が
起
こ
り
、

市
民
の
皆
様
に
多
大
な
ご
迷
惑
を
お

掛
け
い
た
し
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様

と
の
信
頼
関
係
を
取
り
戻
す
た
め
、

公
務
員
と
し
て
の
原
点
に
立
ち
返
り
、

職
員

一
丸
と
な

っ
て
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
方
に
と
っ

て
す
ば
ら
し
い
一
年
に
な
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。

日
頃
よ
り
市
政
の
推
進
並
び
に
市

議
会
に
対
し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
心
か
ら
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま

す
と
、
国
政
に
お
い
て
は
、
第
二
次

橋
本
内
閣
が
発
足
し
、
橋
本
総
理
は

「
火
だ
る
ま
」
と
な
っ
て
も
改
革
に

遁
進
し
て
い
く
と
い
う
強
い
意
思
を

国
民
に
示
し
ま
し
た
。
政
府
は
行
政

改
革
、
財
政
構
造
改
革
、
社
会
保
障

構
造
改
革
、
経
済
構
造
改
革
、
金
融

シ
ス
テ
ム
改
革
、
教
育
改
革
と
い
う

六
つ
の
改
革
を
二
十
一
世
紀
初
頭
ま

で
に
実
現
さ
せ
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
立
て
て
基
本
的
な

方
針
や
重
要
な
政
策
を
打
ち
出
し
ま

し
た
。
わ
た
く
し
ど
も
国
民
は
、
こ

れ
ら
の
改
革
が
実
質
的
に
進
み
実
現

す
る
こ
と
を
念
願
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。ま
た
、
一
方
深
刻
な
経
済
危
機
が

勃
発
し
、
一
連
の
ゼ
、
ネ
コ
ン
倒
産
を

は
じ
め
大
手
企
業
の
倒
産
が
続
発
す

る
な
ど
、
経
済
面
に
お
い
て
懸
念
の

動
き
が
表
面
化
し
た
年
で
も
あ
り
、

今
後
の
順
調
な
景
気
の
回
復
を
期
待

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
勢
の
中
で
、
本
市

に
お
き
ま
し
て
は
、
厳
し
い
財
政
状

況
下
で
あ
り
ま
し
た
が
、
健
全
財
政

を
堅
持
し
な
が
ら
歴
史
と
伝
統
を
守

り
、
自
然
を
大
切
に
、
真
に
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
全
力
を

あ
げ
て
各
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。
特
に
高
齢
化
、
国
際
化

の
進
展
に
伴
い
、
福
祉
の
充
実
、
教

育
文
化
並
び
に
農
林
商
工
業
の
振
興

等
、
生
活
基
盤
や
環
境
の
整
備
が
着

実
に
進
め
ら
れ
、
ど
の
取
り
組
み
も

順
調
に
推
移
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

更
に
本
年
は
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

建
設
事
業
の
推
進
、
地
方
拠
点
都
市

地
域
内
の
整
備
事
業
、
四
国
縦
貫
自

動
車
道
(
伊
予
l
大
洲
間
)
整
備
に

伴
う
ア
ク
セ
ス
道
路
の
促
進
、
長
期

に
わ
た
る
公
共
下
水
道
事
業
を
は
じ

め
、
市
民
の
念
願
で
あ
り
ま
す
大
洲

城
天
守
閣
復
元
や
文
化
施
設
の
整
備

な
ど
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題

が
山
積
し
て
お
り
ま
す
し
、
特
に
当

市
に
と

っ
て
最
重
要
課
題
で
あ
り
ま

す
治
水
対
策
及
び
ダ
ム
建
設
と
中
予

分
水
問
題
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関

や
団
体
と
連
携
を
密
に
慎
重
に
対
応

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
本
年
は
、
園
、
地
方

を
問
わ
ず
極
め
て
重
要
な
年
で
あ
る

と
予
想
さ
れ
ま
す
。
我
々
市
議
会
で

は
、
将
来
を
見
誤
る
こ
と
の
な
い
よ

う
市
民
の
み
な
さ
ま
と
連
帯
し
な
が

ら
、
二
十
一
世
紀
へ
向
け
て
の
輝
か

し
い
大
洲
市
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

何
卒
旧
年
に
倍
し
て
ご
支
援
、
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

み
な
さ
ま
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
心

か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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9
7
年
の

市
内
の
主
な
で
き
ご
と

151110641 
日日日日日月

森
岡
茂
選
手
が
後
輩
を
指
導

新
春
書
き
初
め
会

え
び
す
ま
つ
り

七
草
が
ゆ
歩
こ
う
会

成
人
式
/
寒
中
水
泳
大
会

12 9 8 2 
日日日月

祇
園
ま
つ
り
開
幕

(1
什
日
)

大
洲
市
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

う
か
い
県
外
訪
問
宣
伝
隊
出

発
式
第
二
六
O
回
臨
時
市
議
会

大
洲
児
童
合
唱
団
発
表
会

大
洲
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進

大
会

日
日
包
目
白
日

1 3 
日月

大
洲
ふ
じ
か
け
コ
ー
ラ
ス
春

の
コ
ン
サ
ー
ト

消
防
出
初
め
式

3
月
定
例
市
議
会

(1
叩
日
)

大
洲
市
議
会
生
中
継
シ
ス
テ

ム
稼
働

大
洲
城
天
守
閣
模
型
お
披
露

目
式
市
民
大
学

(桂
枝
雀
さ
ん
)

臥
龍
山
荘
保
全
事
業
完
成
記

念
式
典

観
光
さ
く
ら
ま
つ
り
開
幕
式

(1
4月
白
日
)

5 2 
日日

18 
日

2423 
日日

28 
日

新
し
い
年
の
幕
ガ
聞
き
ま
し
た
。
皆

さ
ん
は
、
ど
ん
な
思
い
を
胸
に
新
年

を
迎
え
ら
れ
た
で
し
ょ
う
か
・・・0

昨
年
は
、
小
学
生
殺
害
事
件
や
大

手
生
命
保
険
会
社
・
証
券
会
社
の
経

営
破
た
ん
な
ど
、
社
会
不
安
の
高
ま

り
を
感
じ
さ
せ
る
出
来
事
ガ
多
か
っ

た
一
方
、
マ
ラ
ソ
ン
の
鈴
木
博
美
選

手
ガ
世
界
陸
上
で
金
メ
ダ
ル
獲
得
、

サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
チ
ー
ム
ガ
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
出
場
を
果
た
す
な
ど
、

ス
ポ
ー
ツ
界
で
は
明
る
い
話
題
ガ
続

き
ま
し
た
。
大
洲
市
か
ら
も
、
大
洲

高
校
大
山
貴
広
選
手
の
プ
ロ
野
球
入

団
ガ
決
ま
り
活
躍
ガ
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
市
内
に
お
い
て
は
四

国
縦
貫
自
動
車
道
や
大
洲
拠
点
地
区

の
整
備
が
着
々
と
進
む
一
方
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
施
設
や
事
業
ガ
産
声
を
あ

げ
て
お
り
、
新
し
い
時
代
の
到
来
を

予
感
さ
せ
る
一
年
で
し
た
。

ミ

_.. 

4 

1 7 
日月

総
合
運
動
公
園
フ
ル
オ
ー

ブ
ン
水
防
工
法
訓
練

第
一
回
大
洲
市
水
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

郷
土
美
化
運
動
「
市
内
一
斉

清
掃
」

水
天
宮
花
火
大
会

6
白
川内日

20 
日

21 
日

2 8 
日月

全
国
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
ラ
ス

・

フ
工
ス
テ
ィ
パ
ル
で
大
洲
児

童
合
唱
団
が
そ
よ
か
ぜ
賞
を

受
賞
肱
川
い
か
だ
流
し
大
会
/
川

ま
つ
り
花
火
大
会

(・

4
日
)

大
洲
商
工
会
議
所
印
周
年
記

念
「
臥
龍
火
ま
つ
り
」

観
光
ナ
シ
園
開
園
式

ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

川
大
洲

い
も
た
き
初
煮
会

一
級
河
川
肱
川
緊
急
改
修
促

進
協
議
会
総
会

夏
季
大
学

(タ
二
工
ル
・
カ
ー

ル
さ
ん
)

3 
日

4 
日

10 5 
巴日

2
日
目
白

お
日

20 10 2 9 
日日日月

肱
南
婦
人
防
火
ク
ラ
フ
誕
生

9
月
定
例
市
議
会

(1
凶
日
)

照
葉
の
森
記
念
檀
樹
/
お
お

す
音
楽
祭
「
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク

室
内
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」

ふ
れ
あ
い
い
も
た
き
の
つ
ど

い
/
観
光
い
も
園
オ
ブ
ン

25 
日
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4 
月
6 
日

愛
媛
県
下
春
季
弓
道
選
手
権

大
会
さ
く
ら
ま
つ
り
カ
ラ
オ
ケ
の

ど
自
慢
大
会

観
桜
会

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
お
お
す
オ
ー

ブ
ン
新
就
職
者
激
励
大
会

第
三
田
市
民
の
森
記
念
植
樹

7 
日

18 
日
刊は日

29 23 
日日

5 
月
4 
日

つ
つ
じ
ま
つ
り
モ
デ
ル
撮
影

会だ
ん
だ
ん
市
オ
フ
ン

(菅
田
町
宇
津
の
譲
葉
地
区
)

う
か
い
宣
伝
隊
出
発
式

ク
リ
ー
ン
大
洲
・
肱
川
ウ
オ

キ
ン
グ
/
大
洲
商
工
会
議
所

創
立
印
周
年
記
念
「
ミ
ス
大

洲
選
出
大
会
」

11 
日

15 
日
25 
日

1 6 
日月

う
か
い
聞
き

(1
9月
加
日
)

大
洲
少
年
自
然
の
家
「
遊
び

体
験
コ
ー
ナ
ー
」
オ
ー
ブ
ン

ほ
た
る
・
し
よ
う
ぶ
鑑
賞
会

う
か
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
デ
ー

6
月
定
例
市
議
会

(i
n日
)

ふ
れ
あ
い
農
業
斐
流
会

国
際
ソ
ロ
フ
チ
ミ
ス
ト
大
洲

か
ら
福
祉
巡
回
車
寄
贈

3 
日

7 
日
8 
日

23 22 11 
日日日

大原さん・篠原さん・山口さん
...5月25日 新しいミス大洲ガ決定

3 10 
日月

大
洲
商
工
会
議
所
創
立
叩
周

年
記
念
式
典

県
廃
家
電
品
適
正
処
理
協
力

協
議
会
か
ら
車
両
搭
載
型
フ

ロ
ン
回
収
機
寄
贈

市
民
運
動
会

藤
樹
ま
つ
り
記
念
式
典

9 
日

31 10 
日日

2 11 
日月

大
洲
商
工
会
議
所
創
立
印
周

年
記
念
「
仮
装
行
列
大
会
」

大
洲
ま
つ
り
(
お
ま
つ
り
村
・

お
お
す
浪
漫
祭
)

大
洲
市
戦
没
者
・
消
防
及
び

公
務
殉
職
者
合
同
追
悼
式

大
洲
市
こ
ど
も
議
会

も
み
じ
観
葉
会

ド
ラ
フ
ト
会
議
で
大
洲
高
校

大
山
貴
広
内
野
手
が
、
ヤ
ク

ル
ト
か
ら
四
位
指
名

科
学
体
験
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

福
祉
と
健
康
づ
く
り
市
民
の

つ
ど
い

し
尿
処
理
施
設
「
清
流
圏
」

起
工
式

大
洲
演
劇
祭

3 
日

11 
日

20 14 12 
日日日

23 22 
日日

26 
日

30 
日

18 8 6 12 
日日日月

大
洲
市
駅
伝
大
会

ロ
月
定
例
市
議
会

(1
叩
日
)

手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
ク
リ
ス

マ
ス
会

わ
た
ぼ
う
し
コ
ン
サ
ー
ト

m

大
洲

23 
日

5 



1月号広報ああず '98

み
ず
み
ず

瑞
々
し
い
感
性
を
今
後
の

市
政
運
営
の
参
考
に

市
内
中
学
生
が
一
日
議
員
と
な
っ
て
、
市
長
ら
に
市
政
方
針

な
ど
を
聞
く

「こ
ど
も
議
会
」
が
、
十

一
月
十
二
日
大
洲
市
議

会
の
本
会
議
場
で
聞
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
中
学
生
に
市
議

会
の
形
式
を
模
し
た
こ
ど
も
議
会
の
運
営
を
通
し
て
、
議
会
制

度
と
行
政
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
基
本
的
な
部
分
を
体
験
学
習
す

る
こ
と
で
、
将
来
に
わ
た
っ
て
地
方
自
治
へ
の
関
心
を
高
め
て

み
す
み
す

も
ら
う
と
と
も
に
、
中
学
生
の
瑞
々
し
い
感
性
を
今
後
の
議
会

活
動
や
市
政
運
営
の
参
考
と
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、

ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ク
と
大
洲
市
、

た
も
の
で
す
。

大
別|

市
議
会
な
ど
で
行
つ

こ
ど
も
議
会
は
、
木
原
師
克
議

員
が
議
長
、
伊
藤
祐
基
議
員
が
副
議

長
と
な
っ
て
議
事
を
進
め
ま
し
た
。

代
表
質
問
に
は
、
各
校
か
ら

一
人

ず
つ
松
田
惰
子
議
員
、
佐
々
木
卓
紀

議
員
、
梅
崎
祐
加
議
員
、
武
田
健
太

郎
議
員
、
矢
野
聡
一
議
員
、
山
中
真

樹
子
議
員
の

6
人
が
登
壇
。
肱
川
の

環
境
保
全
や
ゴ
ミ
の
リ
サ
イ
ク
ル
問

題
、
学
校
教
育
に
お
け
る
国
際
交
流
、

学
校
施
設
の
充
実
、
遊
興
施
設
の
誘

致
、
福
祉
問
題
な
ど
に
つ
い
て
質
問

を
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
桝
田
市
長
と
片
山

教
育
長
が
答
弁
に
立
ち
、
公
共
下
水

道
の
整
備
や
学
校
施
設
整
備
の
充
実
、

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
建
設
な
ど
行

政
の
取
り
組
み
を
説
明
し
、
こ
れ
か

ら
も
中
学
生
の
視
点
で
い
ろ
い
ろ
な

意
見
を
聞
か
せ
て
欲
し
い
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
「
大
洲
の
自
然
と
環

境
」
「
学
校

・
遊
び
・
と
も
だ
ち
」

「
ふ
る
さ
と
大
洲
の
未
来
(
ま
ち
づ

く
り
)
」
の
テ
l
マ
別
に
三
委
員
会

に
分
か
れ
、
市
議
会
議
員
と
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
「
こ
ど
も
議
会
宣
言
文
」

が
全
会

一
致
で
決
議
さ
れ
、
こ
ど
も

議
会
は
閉
会
し
ま
し
た
。

な
お
、
こ
ど
も
議
会
の
結
果
に
つ

い
て
は
、
正
式
な
議
事
録
を
作
成
し
、

参
加
生
徒
及
び
各
学
校
な
ど
に
配
布

す
る
予
定
で
す
。

ども議会宣言文

わたしたちは、自然に恵まれ、人情

ヨ・

、-

味あふれた「ふるさと大洲jを心から

愛しています。これからも、この大洲

のまちが、美しい自然と美しい心にあ

ふれたまちであり続けるよう、公共物

6 

を大切にし、お年寄りへの思いやりの

りに取り組んでいくことを宣言します。

て、共に協力し合い、助け合いながら、

心を忘れることなく、善意の心をも っ

21世紀に向けて、豊かなふるさとづく

平成9年11月21日

大洲市こども議会

3委員会でも活発な意見交換が行われました

こども議会議員名簿
中学校名 氏 名 学年 備 考

木原師克 3男子 。議長

大洲北
白石由香 3女子 *会議録署名入
梅崎祐加 3女子 "*代表質問
津田理佐 3女子
向井 優曜 3男子

大洲南
一宮 礼 3男子
一宮友子 3女子 *会議録署名人
松田備子 3女子 交代表質問
瀧本賢一 3男子

大洲東
矢野聡 3男子 交代表質問
檎田真衣子 3女子
城本絵里奈 3女子
j青家 隼 3男子

新谷
平田清香 3女子
山中真樹子 3女子 食代表質問
大石恵司 2男子
武田健太郎 2男子 交代表質問

平野
水井早織 2女子
中野雄太 1男子
上石 真紀 1女子
西野光太郎 3男子

肱東
坂本佳寿子 3女子
伊藤祐基 2男子 0副議長
佐々木卓紀 2男子 交代表質問
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楽
し
い
科
学
実
験
や
科
学
土
作
を
通
し
て
、
子
供
た
ち
の
科
学
に
対
す

る
興
味
や
関
心
を
高
め
よ
っ
と
第
一
回
科
学
体
験
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
川
大

洲
、か
十

一
月
二
十
二
日
、
大
洲
市
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

『や
っ
て
み
よ
う
・
つ
く
っ
て
み
よ
う
」
を
合
言
葉
に
、
自
然
の
不
思
議

さ
や
科
学
の
お
も
し
ろ
さ
が
体
験
で
き
る
二
十
五
の
コ

ナ

を

設
置
。

大
勢
の
子
供
た
ち
が
訪
れ
、
目
を
輝
か
せ
て
様
々
な
実
験
や
工
作
に
挑
戦

し
て
い
ま
し
た
。

企ホントに大きなシャボン玉ができるんです企この日約2，700人ガ訪れました

企インターネットに挑戦 /

大
洲
市
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

参
加
者
募
集
号
、
「
J

寒
風
に
se
け

菅

網

向

山

内

r守
也
-

元
気
に
走
ろ
う

pe-s

市
民
の
体
力
の
向
上
と
健
康
の
増
{
申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先
】

進
を
図
り
、
明
る
く
豊
か
な
市
民
生

V
大
洲
市
体
育
協
会
事
務
局
(
総

活
の
実
現
の
た
め
、
第
十
五
回
大

洲

合

体

育

館

内

)

宮

@
6
2
5
5

市
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
開
催
し
ま

V
教
育
委
員
会
社
会
教
育
体
育
課

す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

宮
@
2
1
1
1
(内
線
5
5
3
)

{

日

時

}

{

そ

の

他
}

平
成
十
年
二
月

八

日

刷

・

参

加
者
は
事
前
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

午
前
九
時
三
十
分

か

ら

を

し

て

身

体

に

異

常

の

な

い

こ

と

※
荒
天
時
は
、

十

一
日
に
順
延

を

確

認

し

て

出

場

し

て

く

だ

さ

い

。

{受
付
時

間

}

・

大

会

中

は

警

察

官
、
大
会
係
員
の

大

会

当

日

指

示

に

従

っ

て

く

だ

さ

い

。

午
前
八
時
四
十
分
i
九
時
二
十
分
・
完
走
者
全
員
に
完
走
証
を
差
し
上

【

集

合

場

所

】

げ

ま
す
。

大
洲
市
民
会
館

企お父さんも協力して

距離 つ フ ス

女高校生男子の部

6krn 女一般男子の部

安一般男子40歳以上の部

*小学4年生男子の部 i犬小学4年生女子の部

*小学5年生男子の部*小学5年生女子の部

*小学6年生男子の部 女小学6年生女子の部
3krn 
女中学生男子の郡 女中学生女子の部

安一般男子の部 *高校生女子の部

*一般男子40歳以上の部女一般女子の部

*60歳以上の部

2krn 
*ファミリー・コース (老若男女は聞いま
せん。 小学3年生以下は保護者同伴とし
ます)

※都合により、距離は変更する場合があります。

...まもなく完成fベットボトjしロケット

7 



1月号広報ああず '98

平成9年4月1日

~平成9年9月30日財政状況を
大

洲

市

長

村4

田

お知らせします

一般会計予算執行状況

170億4，794万円

51億9，488万円

口予算額

口執行額

E坦

大
洲
市
財
政
状
況
の
公
表
等
に
関
す
る
条
例
第
二
条
及
び

地
方
公
営
企
業
法
第
四
十
条
の

二
の
規
定
に
よ
り
、
平
成

九
年
四
月

一
日
か
ら
平
成
九
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
本
市

の
財
政
状
況
及
び
業
務
状
況
を
次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

」

丘豆~
『 雪EE雪子

48面王面百万両
13億8，782万円

170億4，794万円

79億4，159万円

口予算額

口執行額

58宮正面百万円
38億5，070万円

21億1，606万円
10億4，721万円

19億3，014万円
5億9，388万円

13億7，405万円
5億5，560万円

35面467万円
24覆芝プ計芳再

71;意6，221万円
7億6，221万円

14億1，660万円
2億2，739万円

11ti 10 ~% -f-LJ-----.--_J  

EEEFF 
型空F
E2F 

30億8，506万円
5億4，127万円

4億2，098万円
1億6，113万円

14億3，446万円
5億2，896万円

41.意4，764万円
1億7，255万円

21;意8，000万円
1億4，551万円

11億848万円
9，544万円

12億4，231万円
1億6，570万円

5億4，277万円
2億189万円

1億8，902万円
9，362万円

35面玄789万円
1億8，388万円

8 

市民税 固定資産税 たばこ税 軽自動車税
必』

項 ロ

目 盤 ~ 壁多 盆 計

金 客員 12億8，183万円 9億9，420万円 8，635万円 5，932万円 24億2，170万円

1世帯当たり 91， 325円 70，832円 6，152円 4，226円 172，535円

1人当たり 32，669円 25，338円 2，201円 1，512円 61，720円|

構成比 52.9% 41.1% 3.6% 2.4% 100.0% I 

市税と市民負担の状況
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広報ああず '98 1月号

(公債費の状況)

区分 借入先 件数 現在 高 l世帯当たり l人当たり

大蔵省 125 69億7，148万円 496，685円 177，676円

般 郵政省 53 25億1，373万円 179，091円 64，065円
，g; その他 100 51億6，473万円 367，964円 131，629円
計
小計 278 146億4，994万円 1，043，740円 373，370円

特
大蔵省 33 29億8，937万円 212，979円 76，188円

別 郵政省 42 15億6，542万円 111，529円 39，896円
iココbミ、 そのイ也 18 11億4，840万円 81，818円 29，268円
計
小 言十 93 57億 319万円 406，326円 145，352円

J口:，. 計 371 203億5，313万円 1，450，066円 518，722円

(市有財産の状況)

種別 面積等 金 額

宅__._ 地 560，407m2 36億4，274万円

山 林 2，830，251m2 5，296万円

田 t田 119，782m2 1億9，229万円

雑種地 120，363m2 8億9，300万円

建 物 204，407m2 207億1，270万円

立 木 61，542m3 3億3，529万円

財 政 調 整 基 金 8億6，089万円

国民健康保険財政調整基金 4億1，774万円

土 地 開 ?フロ? 基 金 6億2，274万円

その他特定目的基金 12億7，367万円

出 資 ノ豆¥ 4億9，781万円 | 

えロ』 計 36億7，285万円 | 

国民健康保険 国保診療所

特別会計

の状況 習を 同
予算 現額 29億9，031万円 2，833万円
収入 済 額 8億9，000万円 657万円
支 出 済 額 10億1，861万円 1，209万円

(一般会計予算性質別執行状況)

貸付金
自 平成9年4月1日
至 平成9年9月30日

8，392万円 (1.6%)
扶助 費

2億5，032万円
(4.8%) 

歳出総額

51億9，488万円

(100.0%) 

物件 費
91:意9，080万円
(19.0%) 

人 件費
14億4，336万円
(27.8%) 

公債 費
10億4，676万円
(20.2%) 

(事業会計の状況)

総収益 総 費 用 当期純利益

工業用水道 360万円 126万円 234万円

水 道 3億2，452万円 l億8，295万円 l億4，157万円

国民宿舎 6，064万円 5，351万円 713万円

病 院 15億2，027万円 13億2，695万円 l億9，332万円

老人保健 公共下水道事業 交通傷害保障1

主記 量雲 戸観
42億4，665万円 17億9，798万円 960万円
16億4，936万円 l億4，651万円 987万円
17億8，440万円 l億8，631万円 867万円

差 引ノ ¥._.d.1億2，861万円./¥.... ム 552万円ノ ¥ρl億3，504万円./¥....ム 3，980万円ノ¥ 120万巳ノ

土地取得造成 住宅新築資金 簡易水道 農業集落排水事業 駐車場事業

等貸付事業

-種舟、間己子子ヶ 固協 連融¥ (jD 
2，197万円 1億1，179万円 2億8，414万円 4，611万円 4，545万円
l万円 1，820万円 1，090万円 312万円 1，146万円
982万円 8，493万円 8，639万円 1，176万円 2，125万円

¥ ム 981万円ノ ム 6，673万円ノ ム 7，549万円ノ ム 864万円ノ ム 979万円ノ
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保
育
所
入
所
の
申
し
込
み

一
月
五
日
j
二
十
日

福
祉
事
務
所

平
成
十
年
度
の
保
育
所
入
所
申
し

込
み
を
次
の
よ
う
に
受
け
付
け
ま
す
。

な
お
、
下
記
の
と
お
り
特
別
保
育

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

{
受
付
期
間
}

一
月
五
日
間
1
二
十
日

ω

{
受
付
場
所
}

各
保
育
所
又
は
福
祉
事
務
所

{
保
育
所
入
所
の
条
件
}

次
の
よ
う
な
理
由
で
、
保
護
者
又

は
同
居
の
親
族
な
ど
が
保
育
で
き
な

入所募集保育所及び面接調査日程表

い
場
合
で
す
o

v
昼
間
働
い
て
い
る
場
合
(
会
社
員
、

パ
ー
ト
、
内
職
、
農
業
、
自
営
業

な
ど
)

V
産
前
、
産
後
三
カ
月
以
内
で
あ
る

場
合

V
疾
病
、
負
傷
又
は
心
身
に
障
害
が

あ
る
場
合

V
病
人
の
看
護
を
し
て
い
る
場
合

V
天
災
に
よ
っ
て
住
居
が
な
く
な
る

な
ど
の
場
合

{
特
別
保
育
事
業
}

V
乳
児

(
0
歳
児
)
保
育
事
業

。
実
施
保
育
所
H
喜
多
保
育
所
・
新

谷
保
育
所
・
肱
南
保
育
所

・
大
洲
乳

児
保
育
所
・
五
郎
保
育
園

生
後
三
カ
月

(お
よ
そ
産
休
明
け
)

以
降
の
0
歳
児
を
お
預
か
り
し
ま
す
o

v
時
間
延
長
保
育
サ
ー
ビ
ス
事
業

。
実
施
保
育
所
U
肱
北
保
育
所

保
護
者
の
就
労
形
態
な
ど
や
む
を

得
な
い
事
情
の
た
め
、
保
育
時
間
の

延
長
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

児
童
を
午
後
七
時
ま
で
お
預
か
り
し

ま
す
。〈利
用
料
月
額
二
千
五
百
円
〉

V
居
残
り
保
育

入所募集保育所 面接日時

保育所名
F疋晶一三・
所在地 電話番号 日 曜 時 問

員

大 洲保育所 90 大洲709-1 24-2919 2月 13:30 ~ 15:30 

※喜 多保 育 所 90 中村-462-2 24-2749 3 火 9 : 30 ~ 14:00 

音 田保育所 110 菅田町菅田甲1806-225-5163 4 水 9 : 30 ~ 14 :30 

※新谷保育所 120 新谷町甲259-1 25-0600 5 木 9:30 ~ 14:30 

柳沢保育所 45 柳沢甲610-1 25-5720 6 金 10 : 00 ~ 12 :00 

粟津保育所 60 八多喜町甲1253 26-0220 9 月 13:30 ~ 15:30 

三善保育所 53 春賀甲1182 26-0612 9 月 10:00 ~ 12:00 

南久米保育所 45 北只411 24-3754 10 火 10 : 00~ 12 :00 

上須戒保育所 30 上須戒甲1511 26-1128 2 月 10:00 ~ 12 :00 

大 成保育所 30 森山甲729-1 27-0706 10 火 13:30 ~ 15 :30 

※肱南保 育 所 60 柚木340-21 24-3104 6 金 13:30 ~ 15:30 

。肱北保育所 90 東大洲町一l 24-3188 12 木 9:30 ~ 14:30 

徳森保育所 120 徳森2632-32 25-4020 13 金 9:30 ~ 14:30 

※ (福) 60 田口字白方甲2530-124-4418 16 月 13:30~ 15:30 
大洲乳児保育所
※ (福) 60 五郎甲45 23-4478 16 月 9:30 ~ 12:00 
五 郎保育園

(面接はいずれも平成10年2月)

注)※は、乳児(0歳児)受け入れ保育所(10年度よ り新谷保育所でも実施します)
。は、時間延長保育実施保育所

各保育所開所時間 (平日 )7時30分関所、 18時間所 (時間延長保育実施保育
所を除く )

全
保
育
所

(園
)
に
お
い
て
、
午

後
六
時
ま
で
の
居
残
り
保
育
を
実
施

し
ま
す
。

{
申
し
込
み
方
法
}

入
所
申
請
書
に
次
の
よ
う
な
書
類

を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
(
入

所
申
請
書
・
証
明
書
は
、
各
保
育
所
、

福
祉
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。)

V
給
与
所
得
者
は
、
平
成
九
年
分
源

泉
徴
収
票

(世
帯
全
員
)

V
パ
l
ト
、
内
職
な
ど
し
て
い
る
人

は
、
勤
務
(
内
職
)
証
明
書

V
農
業
、
自
営
業
の
人
は
、
そ
れ
ぞ

れ
民
生
児
童
委
員
に
よ
る
農
業
従

事
証
明
書
、
自
営
業
従
事
証
明
書

V
平
成
九
年

一
月
二
日
以
降
に
転
入

し
た
人
は
、
平
成
九
年
度
市
区
町
村

民
税
額
(
所
得
割
と
均
等
割
と
の
区

別
が
つ
く
も
の
)
の
課
税
証
明
書
と

固
定
資
産
税
の
課
税
証
明
書
(
課
税

さ
れ
て
い
な
い
人
も
提
出
し
て
く
だ

さ
い
)

【
入
所
決
定
の
た
め
の
面
接
}

別
表
の
日
程
で
面
接
調
査
を
行
い

ま
す
。
入
所
申
請
者
は
、
入
所
を
希

望
す
る
児
童
を
同
伴
の
う
え
、
入
所

希
望
保
育
所
へ
来
て
く
だ
さ
い
。

{
入
所
の
決
定
}

入
所
決
定
通
知
書
を
、

二一
月
中
に

各
家
庭
に
送
り
ま
す
。

{
保
育
料
}

大
洲
市
の
定
め
る
徴
収
金
基
準
額

を
保
育
料
と
し
て
徴
収
し
ま
す
。
各

家
庭
の
所
得
税
、
市
民
税
、
固
定
資

産
税
の
課
税
状
況
や
児
童
の
年
齢
に

応
じ
て
保
育
料
は
違
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
福
祉
事
務
所
ま
で

宮

@
2
1
1
1
(
内
線
1
8
5
)

10 

時
的
保
育
事
業

〈
大
洲
乳
児
保
育
所
〉

こ
の
事
業
は
、
保
護
者
の
労
働
、

職
業
訓
練
、
就
業
な
ど
に
よ
り
原
則

と
し
て
平
均
週
三
日
を
限
度
と
し
て

断
続
的
に
家
庭
保
育
が
困
難
な
場
合
、

一
日
を
単
位
と
し
て
大
洲
乳
児
保
育

所
で
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
す
る
も

の
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
保
護
者
の
傷
病
、
災

害
、
出
産
な
ど
の
社
会
的
に
や
む
を

得
な
い
事
由
に
よ
り
緊
急
、

一
時
的

に
家
庭
保
育
が
で
き
な
い
場
合
に
も

預
か

っ
て
保
育
し
て
い
ま
す
。

V
対
象
児
童

0
歳
児
か
ら
就
学
前

児
童

V
保
育
時
間
八
時
三
十
分
か
ら
十

七
時
ま
で

※
た
だ
し
、
都
合
に
よ
り
平
日
は
、

七
時
三
十
分
か
ら
十
八
時
ま
で
。
土

曜
日
は
七
時
三
十
分
か
ら
十
七
時
ま

で
行

っ
て
い
ま
す
。

V
利
用
料
一
人
に
つ
き

一
日
千
円

お
問
い
合
わ
せ
は
、
大
洲
乳
児
保

育
所
宮
⑫
4
4
1
8
ま
た
は
福
祉
事

務
所
ま
で
。



1月号広報おおず '98

今
年
も
償
却
資
産
の
申
告
時
期
に

な
り
ま
し
た
。
対
象
と
な
る
償
却
資

産
、
申
告
方
法
な
ど
は
次
の
と
お
り

で
す
。
{
償
却
資
産
と
は
】

土
地
及
び
家
屋
以
外
の
事
業
用
資

産
を
い
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
構
築

物
、
機
械
・
装
置
、
船
舶
、
車
両
・

運
搬
具
、
工
具
・
備
品
な
ど
で
す
。

こ
れ
ら
の
資
産
で
、
そ
の
減
価
償
却

額
(
費
)
が
法
人
税
法
ま
た
は
所
得

戦
没
者
等
の

遺
族
の
皆
さ
ん
ヘ

第
六
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
締
切

が
追
っ
て
い
ま
す

平
成
七
年
度
か
ら
申
請
受
付
を

し
て
お
り
ま
す
「
戦
没
者
等
の
遺

族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金
(
第
六

回
特
別
弔
慰
金
)
」
の
請
求
締
め

切
り
は
、
平
成
+
年
三
月
三
十
一

日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
請
求
さ
れ

て
い
な
い
方
は
、
で
き
る
だ
け
早

く
請
求
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
受
給
権
な
ど
に
つ
い
て
、

不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
遠
慮

な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〈
受
給
権
は
次
の
方
が
順
次
取
得

と
な
っ
て
い
ま
す
〉

一

平
成
七
年
四
月
一
日
ま
で
に

弔
慰
金
(
遺
族
国
庫
債
券
)
の

受
給
権
を
取
得
し
た
方
。

二
戦
没
者
の
子
。

三
戦
没
者
の
死
亡
の
当
時
、
戦

没
者
と
生
計
関
係
を
有
し
て
い

た
戦
没
者
の
父
母
、
孫
、
祖
父

母
、
兄
弟
姉
妹
の
順
序
に
よ
る

先
順
位
者
。
(
た
だ
し
結
婚
や

税
法
の
所
得
計
算
上
、
損
金
ま
た
は

必
要
経
費
に
算
入
さ
れ
て
い
る
も
の

で
す
。
{
申
告
の
必
要
の
な
い
も
の
}

・
耐
周
年
数
が
一
年
未
満
の
も
の

・
取
得
価
格
が
二
十
万
円
(
平
成
元

年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
取
得
に
つ

い
て
は
十
万
円
)
未
満
の
も
の
(
た

だ
し
少
額
多
量
資
産
は
除
く
)

-
鉱
業
権
、
特
許
権
、
営
業
権
、
商

業
権
な
ど
の
無
形
減
価
償
却
資
産
・

養
子
縁
組
に
よ
り
現
在
姓
が
変
わ
っ

て
い
る
人
を
除
く
)

回
戦
没
者
の
死
亡
当
時
、
戦
没
者

と
生
計
関
係
を
有
し
て
い
な
か
っ

た
方
及
び
生
計
関
係
を
有
し
て
い

た
方
の
う
ち
、
結
婚
や
養
子
縁
組

に
よ
り
現
在
姓
が
変
わ
っ
て
い
る

方
で
あ
っ
て
、
戦
没
者
の
父
母
、

孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹
の
順
序

に
よ
る
先
順
位
者
。

五
戦
没
者
の
配
偶
者
、
子
、
父
母
、

孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹
以
外
の

三
親
等
内
の
親
族
で
、
戦
没
者
の

死
亡
当
時
ま
で
引
き
続
き
一
年
以

上
戦
没
者
と
生
計
関
係
の
あ
っ
た

者
の
う
ち
、
死
亡
し
た
者
の
葬
祭

を
行
っ
た
者
、
そ
れ
以
外
の
者
の

順
序
に
よ
る
先
順
位
者
。

※
な
お
、
す
で
に
請
求
さ
れ
て
い
る

方
に
つ
い
て
裁
定
に
時
間
が
か
か
っ

て
い
ま
す
。
裁
定
終
了
後
、
国
庫
債

券
が
き
た
時
点
で
通
知
を
い
た
し
ま

す
の
で
、
今
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ

さ
い
。お
問
い
合
わ
せ
は
大
洲
市
福
祉
事

務
所
高
齢
者
福
祉
係
ま
で
。

宮

@
2
1
1
1
(
内
線
1
8
4
)

-
自
動
車
税
及
び
軽
自
動
車
税
の
課

税
対
象
と
な
る
車
両
な
ど

【
申
告
書
の
提
出
}

対
象
と
な
る
資
産
を
平
成
十
年

一

月
一
日
現
在
所
有
し
て
い
る
個
人
ま

た
は
法
人
は
、
申
告
書
に
必
要
事
項

を
記
載
し
て
税
務
課
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

V
提
出
期
限

一
月
二
十
日

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
固
定
資
産
税

係
ま
で
。

告
⑫
2
1
1
1
(
内
線
1
2
7
)

水
道
料
金
の
お
支
払
い
は

便
利
な
口
座
振
替
で

上
水
道
使
用
料
の
口
座
振
替
が
、

十
二
月
一
日
か
ら
次
の
金
融
機
関
で

も
取
扱
い
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

V
愛
媛
銀
行
本
庖
・
各
支
庖

V
香
川
銀
行
本
庖
・
各
支
庖

V
愛
媛
信
用
金
庫
本
庖
・
各
支
店

な
お
、
既
に
取
扱
っ
て
い
る
次
の

金
融
機
関
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お

り
で
す
。

マ
伊
予
銀
行
本
店
・
各
支
庖

マ
愛
媛
県
労
働
金
庫
大
洲
支
庖

マ
大
洲
農
業
協
同
組
合
本
所
・
各
支

所
マ
郵
便
局

※
口
座
振
替
の
手
続
き
は
、
直
接
金

融
機
関
の
窓
口
へ
お
願
い
し
ま
す
。

手
続
き
の
際
は
、
水
道
使
用
料
の
領

収
書

・
預
金
通
帳
の
印
鑑
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

水
道
課
業
務
係
宮
@
2
1
1
1

(
内
線

6
0
2
)

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

じ
ん
け
ん
き
ょ
う
い
く

と
く

れ

ん

拍

ん

人
権
教
育
の
た
め
の
国
連
十
年

外
国
人
と
人
権

、
く
な
い
こ
う
と
う
け
い
か
く
じ
ゅ
う
ょ
う
か
だ
い

圏
内
行
動
計
咽
の
重
要
課
題
の

一

つ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
‘
れ
て
い
る
外

AHH

，ハ
AHH

国
人
の
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
、
っ
。

こ

ん

に

ち

わ

く

に

し

や

か

い

こ

く

さ

い

か

じ

今
司
、
我
が
国
社
会
は
国
際
化
時

た

し

む

カ

せ

A

M

b

く

に

く

に

ひ

と

代
を
迎
え
、
世
界
の
国
々
と
の
人
や

も
¢
こ
う
り
?
っ
た
し
へ
ん
さ
カ

物
の
交
流
が
大
変
盛
ん
に
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
に
伴
っ
て
外
掴
仇
を
場
ぐ
っ

て
い
ろ
い
ろ
な
人
権
問
題
が
生
ま
れ

て
い
ま
す
。

決
止
で
咽
汗
は
、
外
国
人
に
対
す

る
偏
見
、
差
別
を
な
く
す
た
め
に
、

つ

ぎ

し

さ

く

国
柄
桁
動
計
画
の
中
で
、
次
の
施
策

を
推
進
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
口

そ
う
だ
ん
た
い
せ
し

①
外
押
い
の
叫
ん
め
の
人
権
相
談
体
制

の
充
決
訪
日
閣
持
。

けいは

Z
つ

②
鑓
別
唱
識
擁
消
の
た
め
の
啓
発
活

勘
持
一
雄
し
進
め
る
。

い

③
定
住
外
閣
以
に
対
汁
る
沸
が
ら
せ

や
差
別
事
象
の
発
生
を
根
絶
す
る

た
め
の
啓
発
活
動
を
進
め
る
。

げ
ん
じ
っ

現
実
の
問
題
と
し
て
外
国
人
に
対

す
る
偏
見
、
差
別
が
あ
る
か
ら
、
こ

ひ
つ
よ
う

う
い
う
施
策
が
必
要
な
わ
け
で
す
。

さ
い
に
ち

ル
か
し
、
一
方
で
は
、
在
日
外
国

カ
ヨ
こ
う
そ
っ
さ
ょ
う
せ
し

外
局
げ
校
小
川
卒
業
生
に
対
札
て
、
入
学

試
験
を
受
け
る
こ
と
を
認
め
た
大
学

こ
〈
み
ん
た
い

川
出
て
き
ま
し
た
いき
ま
決
仁
掴
頂
淋

育
大
会
に
も
外
国
籍
の
選
手
の
出
場 No231 

人
権
と
同
和
教
育

を
認
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
県
・
市
町
村
山
山
瀬
員
採
用
試

峨
ポ
わ
い
て
も
そ
の
受
験
を
認
め
る

自
治
体
も
い
く
つ
か
出
て
来
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

わ
が
大
洲
市
で
も
、
こ
れ
か
ら
の

こ
く
さ
lv
カ

し

ゃ

治

し

た

し

お

う

ふ

く

国
際
化
粧
舎
に
開
花
汁
る
こ
と
も
含

め
て
、
漢
語
指
導
助
手
と
し
て
カ
仔

ダ
か
ら
好
青
年
を
迎
え
ま
し
た
。
現

さ

し

し

ゅ

、

つ

カ

ん

1
1

1

在
、
一
組
問
に
四
回
市
内
の
各
小
中

学
校
を
回
り
、
英
語
の
指
導
を
す
る

と
と
%
に
、
子
ど
柿
達
と
共
に
学
び
、

共
仁
遊
び
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

れ

一

輔

、

，

i

き
よ
く
せ
し

彼
は
大
変
明
る
く
、
積
極
性
が
あ

り
ま
す
か
ら
、
各
学
校
の
子
ど
も
達
べ

き
』
う
L
』

く

し

人

ま

じ

の

教
職
員
ヱ
%
積
極
的
立
交
わ
り
、
好

A
l
i
t
-

は
し
ゃ
人
間
澗
孫
を
築
い
て
い
ま
す
。

遠
く
離
れ
た
異
国
(
大
洲
)
で
一
人

で
暮
ら
す
彼
に
と
っ
て
、
す
ん
な
り

受
け
入
れ
ら
れ
た
大
洲
の
小
中
津
校

の
子
ど
も
と
教
職
員

γそ
し
て
周
り

の
人
々
は
ど
れ
だ
け
励
み
に
な
っ
た

こ
と
で
し
ょ
、
っ
。

は

ん

た

い

わ

た

く

し

た

ち

ぱ

反
対
に
私
た
ち
が
彼
の
立
場
に
な

れ
ば
、
私
た
ち
は
よ
そ
の
国
で
は
外

国
人
に
な
り
ま
す
。

は

だ

い

ろ

肌
の
色
、
目
の
色
、
生
ま
れ
た
国

が
ち
が
っ
て
い
て
も
、
人
間
に
は
変

し

た

カ

き

ほ

ん

で

き

わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
従
っ
て
津
亦
的

人
権
も
同
じ
に
あ
り
ま
す
。
市
民
み

μな
城
、
ぉ
的
知
い
の
人
権
d
b
J
J
M
り、

認
め
合
か
し
ん
相
手
の
立
場
で
物
事
を

考
え
、
判
断
し
、
行
動
で
き
る
人
間

に
な
り
た
い
も
の
で
す
。

11 



1月号広報ああず '98

第 固
有
4

大
洲
市
は

、
市
制
施
行
五
十
周
年
を
迎
え
る
平
成
+
六
年

(
二
O
O
四
)
を
目
指
し
て
、
大
洲
城
本
丸
跡
に
、
天
守
閣
と
、

現
存
す
る
台
所

・
古間
欄
両
櫓
を
結
ぶ
多
聞
櫓
を
復
元
す
る
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
大
洲
城
に
関
す
る
写
真
や
資
料
な
ど

を
お
持
ち
の
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー

に
対
し
て
の
ご
意
見
も
募
集
し
て

い
ま
す
。
商
工
観
光
課
ま
ち

づ
く
り
対
策
係

8
@
2
1
1
1
(内
線
2
2
2
)

17 

か
わ
ら
版
「
復
元
大
洲
城
」
で
は
、
五
回
に
わ
た
っ
て
市
民
の
皆
さ

ん
の
大
洲
城
天
守
閣
復
元
に
つ
い
て
の
ご
意
見
を
掲
載
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
ほ
と
ん
ど
の
皆
さ
ん
が
、
復
元
に
む
け
て
市
民
あ
げ
て
の
議
論
や

討
論
が
必
要
だ
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
か

5
数
回
に

わ
た
り
、
当
市
で
の
取
り
組
み
の
参
考
と
す
る
た
め
に
、
木
造
で
天
守

閣
を
復
元
し
た
自
治
体
の
事
例
を
己
紹
介
し
ま
す
。

...木造による本格的な復元ガ行われた掛川城天守閣

わ
た
し
の
ま
ち
に

お
城
が
で
き
る

静
岡
県
掛
川
市
の
レ
ポ
ー
ト

昭
和
五
十
四
年
、
全
国
に
先
が
け

て
「
生
涯
学
習
都
市
宣
言
」
を
行

っ

た
掛
川
市
は
、

個
人
で
、
グ
ル
ー
プ

で、

地
域
ぐ
る
み
で
学
び
続
け
る
都

市
づ
く
り
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
掛

川
市
は
、
東
海
道
新
幹
線
の
駅
と
東

名
高
速
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
住

民
運
動
に
よ
り
実
現
し
ま
し
た
。
特

に
新
幹
線
駅
の
建
設
に
は
、
一
人
一

日
百
円
を
目
標
に
市
民
に
よ
る
募
金

運
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
掛
川

城
天
守
閣
の
復
元
事
業
が
始
ま
っ
た

の
は
、
昭
和
六
十
三
年
の
こ
と
で
し

た
。
市
内
の
篤
志
家
か
ら
の
多
額
の

寄
付
を
き

っ
か
け
に
、
木
造
に
よ
る

本
格
的
な
復
元
事
業
が
始
ま
っ
た
の

で
す
。
平
成
六
年
度
ま
で
に
九
億
六

千
二
百
万
円
を
超
え
る
寄
付
金
が
集

ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
元
年
度

ま
で
に
、
天
守
閣
建
設
の
実
施
設
計

の
委
託
、
翌
年
に
は
工
事
請
負
契
約

の
締
結
を
行
い
、

同
年
八
月
三
十
日

に
起
工
し
、
平
成
六
年
四
月
に
竣
工

式
を
迎
え
た
の
で
す
。

日
本
で
初
め
て
の
木
造
に
よ
る
天

守
閣
の
復
元
に
は
、
伝
統
工
法
の
再

現
の
た
め
に
建
築
基
準
法
や
消
防
法

な
ど
各
分
野
で
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。
現

在
で
は
、
こ
の
掛
川
城
天
守
閣
の
復

元
を
き
っ
か
け
に
、
木
造
で
建
築
す

る
事
例
が
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

完
成
し
た
掛
川
城
に
は
、
初
年
度

に
五
十
万
人
も
の
人
が
入
場
し
ま
し

た
。
「
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
に
お
城

が
で
き
る」
と
題
し
て
始
ま
っ
た
掛
川

城
天
守
閣
復
元
事
業
は
、
実
に
八
千

四
百
二
十
件
を
超
え
る
寄
付
が
寄
せ

ら
れ
た
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
よ
う

に、

市
民
総
ぐ
る
み
の
城
普
請
で
あ
っ

た
よ
う
で
す
。

掛
川
城
の
歴
史

掛
川
城
は
、
戦
国
時
代

p
d明
年

間
(
一

四
六
九
j
い
と
む
駿
河
守
護

大
名
今
川
義
忠
が
遠
江
技
艶
の
拠
点

と
し
て
、
重
臣
朝
比
奈
泰
照
に
築
か

せ
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
天
正
十

八
年
(
一
五
九

O
)
全
国
平
定
を
達

成
し
た
豊
臣
秀
吉
は
、
徳
川
家
康
の

旧
領
地
に
秀
吉
岡
非
の汐
抹
抱
を
配
置

し
、
掛
川
城
に
は
山
内
一
豊
が
入
り

ま
し
た
。
一

豊
は
、
城
の
改
築
や
城

下
の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
掛
川

城
に
初
め
て
天
守
閣
を
つ
く
り
ま
し

た
。
江
戸
時
代
に
入
る
と
、
徳
川
親

藩
や
譜
代
大
名
が
相
い
次
い
で
城
主

と
な
り
ま
し
た
。
嘉
永
七
年

(
一
八

五
四
)
大
地
震
に
よ
り
天
守
閣
な
ど

大
半
が
損
壊
を
受
け
、
一
部
を
除
き

再
建
さ
れ
る
こ
と
な
く
明
治
維
新
を

迎
え
明
治
二
年
(
一
八
六
九
)
に
廃

城
と
な
り
ま
し
た
。

12 

掛
川
端
天
守
閣
の
概
要

瓦
葺
き
い
っ渥
喉
三
重
、
内
部
四
階
、

外
部
は
白
漆
喰
塗
り
龍
め
。
内
部
の

壁
は
厳
衿

然

う四
階
の
み
貼
り
付
け

壁
で
、
格
天
井
。
一

階
窓
は
外
側
漆

喰
塗
り
片
引
き
戸
。
二
階
は
明
細
報

喰
塗
り
片
引
き
戸
。
四
階
は
舞
良
戸

引
き
分
け
。

棟

高
床
面
積
一
階
付
櫓
二
階
三
階
四
階
合
計

掛川城天守閣立面図

一
六

・
一
八
M
川

一
三
人

・
六
二
平
方
M
川

=
二
・

O
五
平
方
M
川

八
三

・
六
三
平
方
M
川

二
五
・
八
三
平
方
M
川

二
五
・
八
三
平
方
M
川

三
O
四
・
九
六
平
方
M
川

E

∞h
m
 

E
国
戸
凶
-
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広報ああず '98 1月号

11月23日(日)砂
新谷のう〉ボ/レ!己挑戦

す3神南山登山n行われ
まレだ。今年で14固さ数
え，~新谷公民館の恒例行

事。好天lこ恵まれた己の

日16、地元の小学生tう148
人n参加レ、元気12頂上
き目指レまレだ。

11月12日体)砂
例都ず赤煉瓦館!こ地元の特産物

き販売する物産コーナーnリ二ユ
一71レオーブン。大洲市・市物産 l
協会の関係者Lう丹、子ーブ11、γト
き行いまじだ。‘11月14日(金)
紅葉の名所、新谷稲谷山公園で i

観葉会n行われ、約80人の招待客
n見ご3とちつだ紅葉さ満喫レま
レ定。今年の紅葉16、例年より2
週間I~ど早〈、色づきち最高と関
係者16話レでいまレ定。

11月26日嗣砂
老朽化レだ米津のし尿処理施設
rj青流園」き改築す3ことと怠1..1、
9市町村で組織す3大洲 ・喜多衛
生事務組合の関係者ら約80入門出
席レで、起工式ff行われまレだ。
新レい施設16、平成12年3月末!こ
完成、 4月h'Lうの操業開始さ予定
レでい歩です。‘11月30日(日)
大洲演劇祭， 97丹市民会館で開
催されまレだ。大洲市唯一の劇団

劇団弐束参文ち出演、青年団活動
さ描いだ 『猿股失敬』という作品

を熱演じまじだ。

‘11月21日樹
プロ野球ドラフト会議

で、大洲高校3年大山貴

広内野手nゃっ/レト124
位指名さ受けまじだ。記

者会見n行われ、大山内
野手降、 「野球をやって

いで今日行一番うれレい

日」と感激さ語っていま

レだ。



1月号広報ああず '98

新

郵

便

番

号

の

電
話
案
内
サ
ー
ビ
ス

平
成
十
年
二
月
二
日
か
ら
実
施
と
な

る
七
け
た
の
新
郵
便
番
号
を
お
調
べ
す

る
サ
ー
ビ
ス
を
、
次
の
と
お
り
実
施
し

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

O
電
話
に
よ
る
案
内
サ
ー
ビ
ス

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

8
0
1
2
0
1
8
5
7
5
5
2
 

に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。
お
知
り
に
な

り
た
い
住
所
の
新
郵
便
番
号
を
ご
案
内

し
ま
す
。

ま
ご
こ
ろ
の
お
く
り
も
の

十
一
月
二
十
五
日
分
ま
で
(
敬
称
略
)

金

一

封

中

村

中

野

正

光

金

一
封
(
お
か
げ
様
運
動
寄
付
金
)

西
山
根
大
禅
寺
花
園
会

(
指
定
配
分
)

金

一
封
(
新
谷
地
区
社
協
へ
)

新

谷

真

下

順

治

金
一
封
(
南
久
米
地
区
社
協
・
市
社

協

へ

)

横

野

小

田

海

洋

金
一
封
(
八
多
喜
地
区
社
協
へ
)

米

津

三

好

武

志

金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
へ
)

平

野

町

谷

川

陽

彩

金
一
封
(
柳
沢
地
区
社
協
へ
)

田

所

沖

中

秀

夫

金
一
封
(
南
久
米
地
区
社
協
へ
)

野

佐

来

往

田

忠

金
一
封
(
チ
ャ
リ
テ
ィ
l
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
義
援
金
を
久
米
地
区
社
協
へ
)

{
案
内
時
間
】

九
時
j
十
七
時

{
取
扱
い
日
】

・
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
の
毎
日
(
年
末

年
始
、
祝
日
を
含
む
)

・
年
末
年
始
(
平
成
九
年
十
二
月
か
ら

平
成
十
年
二
月
ま
で
及
び
平
成
十
年

十
二
月
か
ら
平
成
十
一
年
一
月
十
日

ま
で
)
の
日
曜
日

【
取
扱
い
期
間
】

平
成
九
年
十
月
三
十
一
日
幽
1

平
成
十
一
年
一
月
三
十
日
出

{
注
意
事
項
】

込
み
合
っ
て
い
る
場
合
は
、
一
回
の

電
話
に
つ
き
五
件
程
度
の
照
会
に
限
ら

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

阿

蔵

久

米

体

育

協

会

金

一
封
(
お
見
舞
返
し
を
肱
南
地
区

社

協

へ

)

大

洲

谷

口

辰

子

金
一
封
(
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
慰
労

金
を
平
地
区
社
協
・
市
社
協
へ
)

市

木

中

国

弘

子

金
一
封
(
公
民
館
ま
つ
り
パ
ザ
l
収

益
金
を
久
米
公
民
館
へ
)

阿

蔵

久

米

婦

人

会

金
一
封
(
施
設
慰
問
収
益
金
を
菅
団

地
区
社
協
へ
)
大
竹
大
竹
獅
子
連

金
一
封
(
寄
付
金
を
柳
沢
地
区
社
協

へ

)

柳

沢

須

内

政

和

「
平
成
九
年
四
月
一
日
か
ら

十
一
月
二
十
五
日
ま
で
」

累

計

額

五

五

五

万

百

一

九

円

内
指
定
配
分

三
七
四
万
百
一
九
円

あ
た
た
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

大
洲
市
都
市
計
画
下
水
道
変
更
案

縦

覧

を

行

い

ま

す

大
洲
市
で
は
、
地
方
拠
点
都
市
地
域

の
指
定
に
よ
り
、
平
成
九
年
一
月
用
途

地
域
の
区
域
拡
大
が
な
さ
れ
、
そ
れ
に

伴
う
下
水
道
法
事
業
計
画
の
拡
大
(
大

洲
市
都
市
計
画
下
水
道
の
変
更
)
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
約
四
十
九
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
拡
大
及
び
肱
北
浄
化
セ
ン

タ
ー
敷
地
界
変
更
に
つ
い
て
の
地
元
説

明
会
を
平
成
九
年
十
二
月
五
日
l
七
日

に
開
催
し
、
関
係
機
関
と
協
議
を
続
け

て
き
ま
し
た
。

今
回
、
下
水
道
事
業
を
変
更
す
る
た

め
に
、
次
の
と
お
り
拡
大
案
等
の
縦
覧

を
行
い
ま
す
。
な
お
、
拡
大
案
等
の
縦

覧
期
間
満
了
日
ま
で
に
意
見
書
を
大
洲

市
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
拡
大
区
域
】

大
洲
市
西
大
洲
、
柚
木
、
若
宮
、
東

大
洲

【
縦
覧
期
間
】

平
成
十
年
一
月
五
日
間
j

一
月
十
九

日
間
(
土
・
日
・
祭
日
を
除
く
執
務

時
間
中
)

【
縦
覧
場
所
】

大
洲
市
役
所
下
水
道
課

※
詳
し
く
は
、
下
水
道
課
包
@
2
1
1

1
(
内
線
2
5
2
・
2
5
3
)
ま
で
。

図書館

月
新
刊
案
内

愛
媛
年
鑑
平
成
十
年
版
愛
媛
新
聞
社

日
本
博
物
館
総
覧

大

堀

哲

編

図
書
館
づ
く
り
運
動
実
践
記

一扇
元
久
栄
・

他
著

哲

学

の

し

ず

く

池

田

香

代

子

著

い
か
に
生
き
、
い
か
に
死
す
べ
き
か

福
田
常
雄
著

野
末
陳
平
著

人
間
関
係
刊
の
妙
味

死
は
終
わ
り
で
は
な
い

S
-
ミ
ラ

1
著

シ
ユ
ワ
イ
ツ
ア

l
の
言
葉
高
橋
功
編
訳

黙

示

録

真

野

隆

也

著

吉
田
松
陰
誇
り
を
持
っ
て
生
き
る
!

森
友
幸
照
著

河
童
が
覗
い
た
ニ
ッ
ポ
ン

妹
尾
河
童
著

ベ
ル
ギ
ー
の
小
さ
な
旅
玉
井
美
子
文

ア
ジ
ア
は
幻
世
紀
に
ど
う
動
く
か

中
山
太
郎
著

こ
の
ま
ま
で
よ
い
の
か
日
米
関
係

松

田

武

著

資
格
取
り
方
選
び
方
日
本
文
芸
社

す

ぐ

使

え

る

手

話

谷

千

春

著

ア
ダ
ル
ト
・
チ
ル
ド
レ
ン

J
-
G
・
ウ
ォ
イ
テ
イ
ツ
ツ
著

日
本
の
民
俗
上
・
下
芳
賀
日
出
男
著

精
神
疲
労
に
勝
つ
!
舟
橋
利
彦
著

最

後

の

楽

園

日

経

B
P
社

食

卓

革

命

酒

井

弥

著

水

の

百

科

事

典

高

橋

裕

・

他

編

酒

味

道

楽

柴

田

巽

喜

雄

著

コ

メ

と

農

協

土

門

剛

著

カ
ン
ト
リ
ー
ウ
ォ

1
ク

桂

瑛

一
著

家
庭
菜
園
の
病
気
と
害
虫
農
文
協

美

術

か

ら

都

市

へ

南

候

史

生

著

能
に
愚
か
れ
た
権
力
者
天
野
文
雄
著

14 

ア

ニ

モ

有

森

裕

子

著

日

本

語

史

要

説

渡

辺

実
著

知

的

な

話

し

方

池

田

孝

一
郎
編

決
ま
り
文
句
語
源
辞
典
堀
井
令
以
知
編

文

学

館

探

索

榊

原

浩

著

兜
太
の
俳
句
添
削
塾
金
子
児
太
著

乱
世
が
好
き
上
・
下
岳
宏

一
郎
著

う

る

わ

し

き

日

々

小

島

信

夫

著

徳

川

慶

喜

加

野

厚

志

著

田

沼

意

次

村

上

元

三
著

稲

荷

の

家

中

脇

初

枝

著

ク

ラ

ン

ク

・

ア

ッ

プ

橋

本

浩

著

芝
木
好
子
名
作
選
上
・
下
芝
木
好
子
著

小

早

川

隆

景

童

門

冬

二
著

逆

転

調

査

伊

野

上

裕

伸

著

霧

ホ

テ

ル

赤

江

爆

著

勇

者

は

憧

れ

ず

大

久

保

智

弘

著

時

に

は

辛

口

上

坂

冬

子

著

拒

食

症

の

女

た

ち

中

谷

和

男

著

ち
ょ
っ
と
が
む
し
ゃ
ら
人
生青
野
輝
子
著

ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ
人
生
の
深
き
味
わ

い

田

中

裕

著

テ
キ
サ
コ

p
-
シ
ャ
モ
ワ
ゾ

1
著

平
気
で
人
を
殺
す
人
た
ちB
・
キ
ン
グ
編

E
・
ア
ベ
カ
シ
ス
ザ
者

L
-
レ
ブ
リ
ャ

l
ヌ
著

図

書

館

ク
ム
ラ
ン

処
刑
の
森一

月
生
涯
学
習
講
座
ご
案
内

古
文
書
解
読
講
座

「
郷
土
関
係
古
文
書
」

講

師

芳

我

一
章
先
生

日
時

l
月
お
日
同

(
9

却

j
l
:
叩
)

場
所
大
洲
市
立
図
書
館

4
階

O
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い



い
て
は
、
控
除
(
医
療
費
控
除
、
生
命

保
険
料
控
除
等
)
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
た
め
に
納
め
過
ぎ
に
な
っ

て
い
る
場
合
は
、
そ
の
税
額
の
還
付
を

受
け
る
た
め
確
定
申
告
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

確
定
申
告
を
す
る
方
は
、
な
く
さ
な

い
よ
う
大
切
に
保
管
し
て
お
い
て
く
だ

去
、ぃ
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
課
国
民
年

金
係
含
@

2
1
1
1

(
内
線
1
1
1
)
ま
で
。

【募
集
人
数
】
却
人

【費

用

}
l
人

V
ふ
れ
あ
い
サ
タ
デ
l

あ
な
た
の
余
暇
を
有
意
義
に
/

〈
カ
ル
チ
ャ
ー
コ
l
ス》

英
会
話
H
外
国
人
講
師
が
丁
寧
に
指

導
し
ま
す
。

【日

時

】
1
月
白
日
出

【募
集
人
数
】
的
人

【費

用

】
無
料

《
ス
ポ
ー
ツ
コ

l
ス
〉

ス
ポ
ー
ツ
施
設
(
体
育
館
・
武
道
場
・

グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
)
を
開
放
し
て
い
ま

す
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
が
楽

し
め
ま
す
。

{
日
時
】
1
月
刊
日
出

・
担
日
出

2
月
U
自
国

・
羽
田
国

※
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、
国
立

大
洲
青
年
の
家
ま
で
。
8
@
5
1
7
5

市
が
指
定
し
た
数
多
く
の
文
化
財
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
貴
重
な
財
産
を
火
災
で

失
っ
て
し
ま
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、

住
民
の
皆
さ
ん

一
人
ひ
と
り
が
次
の
こ

と
に
注
意
し
、
文
化
財
の
防
火
に
努
め

幸
AF
1
レ
ト
」
ケ
司
ノ。

-
文
化
財
の
近
く
で
は
、
た
き
火
を
し

な
U

・
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
は
し
な
い

-
文
化
財
周
辺
の
整
理
整
頓
に
つ
と
め

る

松
山
市
花
園
町
1

3
日
本
生
命
松

山
市
駅
ピ
ル

6
階
鮒
日
本
損
害
保
険

協
会
松
山
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン

b
ノ

1
1

老
齢
年
金
受
給
者
に
は

源
泉
徴
収
票
を
交
付

老
齢
基
礎
年
金
を
は
じ
め
と
し
た
公

的
年
金
の
老
齢
給
付
は
、
所
得
税
法
上

「雑
所
得
」
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い

ま
す
。
年
金
を
支
払
っ
て
い
る
社
会
保
険
庁

で
は
、
受
給
者
全
員
に
対
し
て
、
そ
の

年
に
支
払
っ
た
年
金
の
総
額
(
支
払
日

で
言
う
と
、
そ
の
年
の
二
月
定
期
支
払

い
分
か
ら
翌
年
の

一
月
随
時
支
払
い
分

ま
で
)
、
源
泉
徴
収
税
額
及
び
控
除
の

内
容
等
を
記
載
し
た
「
公
的
年
金
等
の

源
泉
徴
収
票
」
を
翌
年
の

一
月
三
十

一

日
ま
で
に
送
付
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。源
泉
徴
収
さ
れ
る
人
(
年
金
か
ら
税

金
を
差
し
引
か
れ
る
人
)
は
、
原
則
と

し
て
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
必

要
は
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、

二
つ
以
上
の
年
金
の
支
払
い
者
に
対
し

て
扶
養
親
族
等
申
告
書
を
提
出
し
て
い

る
人
や
、
年
金
以
外
に
給
与
等
の
所
得

が
あ
る
人
な
ど
は
、
確
定
申
告
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
確
定
申
告
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
な
い
場
合
で
も
、
源
泉
徴
収
に
お

3
0
0
円

雇
用
促
進
融
資
で

魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り

f

〈
雇
用
促
進
融
資
》
は
、
社
宅
や
保

養
所
、
託
児
施
設
な
ど
の
新
・
改
築
や

購
入
、
ま
た
は
高
年
齢
者
の
作
業
を
容

易
に
す
る
職
場
改
善
を
さ
れ
る
事
業
主

の
皆
さ
ん
に
必
要
な
資
金
を
融
資
し
、

魅
力
あ
る
職
場
作
り
の
お
手
伝
い
を
す

る
公
的
融
資
制
度
で
す
。
融
資
額
は
大

き
く
、
返
済
は
長
期
で
金
利
も
低
く
と

て
も
有
利
で
す
。
プ
ラ
ン
実
現
の
た
め

に
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、

一雇
用
促
進
事
業
団
愛
媛

一
雇
用
促
進
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

2
0
8
9
・
9
4
7
・
6
6
7
7

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

交
通
事
故
無
料
相
談

V
肱
川
流
域
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞

作
品
展

1
月
6
日
ω
1
1
月
四
日
間

V
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
作
品
展

1
月
初
日
例
j
2
月
1
日
山

※
都
合
に
よ
り
内
容
が
一
部
変
更
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
前
も

っ
て
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
怨
@
1
2
8
1

交
通
事
故
の
形
態
も
複
雑
化
し
て
い

ま
す
。
そ
の
解
決
に
お
困
り
の
人
の
た

め
に
、
専
門
の
相
談
員
が
無
料
で
相
談

に
応
じ
ま
す
。

被
害
者

・
加
害
者
、

ど
ち
ら
の
場
合

も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

V
相
談
日

毎
週
月
j
金
曜
日

9
時
叩
分
j

M
時
叩
分

V
弁
護
士
相
談
日

木

曜

日

日

時
j
M
時

V
電
話
相
談

8
0
8
9
・
9
4
5
・
2
3
3
5

V
相
談
場
所

一
月
二
十
六
日
は

文
化
財
防
火
デ
ー
で
す

昭
和
二
十
四
年
の
こ
の
目
、
法
隆
寺

金
堂
の
壁
画
が
全
焼
し
ま
し
た
。
こ
れ

を
き
っ
か
け
に
文
化
財
保
護
法
が
制
定

さ
れ
、
文
化
財
に
対
す
る
防
火
意
識
の

高
揚
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
洲
市
内
に
も
、
国
や
県
、
ま
た
は

国
立
大
洲
青
年
の
家

受
講
者
を
募
集
中
f

知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
町、

w

み
か
ん
と
歴
史
と
ふ
れ
あ
い
の
町
H

保
内
町
を
探
検
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
プ

ロ
の
ガ
イ
ド
が
ご
案
内
し
ま
す
。

【日
時
】
2
月
H
目
白

11月末現在 昨年同期

件 数 247 239 

負傷者 339 295 

死者 2 4 

1 1月末までの

大 洲市内の交通事故

1月号広報ああず '98

1月3日出

1月10日出

1月15日(木)

1月17日出

l月24日出

1月31日出

1月2日幽
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相
談
ご
と
案
内

い
ず
れ
も
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
利

用
く
だ
さ
い
。

【
交
通
事
故
相
談
}
(
愛
媛
県
)

日
時

1
月
8
日

同

日

時

1
日
時

場
所
市
役
所
二
階
会
議
室

日
時

l
月
初
日
川

w
m時
j

日
時

場
所
市
役
所
二
階
会
議
室

【
人
権
相
談
】
(
法
務
省
)

日
時

1
月
比
日
同
日
時
i
日
時

場
所
上
須
戒
公
民
館

日
時

1
月
玲
日
開
叩
時
1
日
時

場
所
市
役
所
五
階
会
議
室

{
心
配
ご
と
相
談
】

o
一
般
相
談
毎
週
月

・
水
・
金
曜
日

第

一
・
第
三
火
曜
日

O
法

律

相

談

第
二

・
第
四
火
曜
日

O
介
護
相
談
毎
週
木
曜
日

O
電
話
相
談
包

@
5
6
2
9
(直
通
)

関
所
時
間
内
で
受
け
付
け
ま
す

時

間

叩

時

j
ロ
時
、
日
時
j

m
時

場
所
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会
相
談

室
(
市
役
所
別
館
二
階
)

【
家
庭
児
童
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
市
福
祉
事
務
所

広報おおず '98

16 

|休日|急|患|診|療|
1月1日 大久保内医院(八多喜)

ヤ~) ft26-1131 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

浦岡医院(三の丸)

ft24-2024 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

国渡クリニック(新谷)

ft25-3217 

大洲中央病院(東大洲)

会 24-4551

1月4日 末光眼科 (若宮)

(日) 会24-1500

大洲中央病院 (東大洲)

ft24-4551 

1月11日 平田医院 (若宮)

(日) ft24-1200 

大洲中央病院 (東大洲)

会 24-4551

いんなみ眼科 (田口)

ft24-0700 

大洲中央病院 (東大洲)

ft24-4551 

菊原外医院 (若宮)

ft24-4646 

大洲中央病院 (東大洲)

ft24-4551 

1月25日 石村整形医院 (若宮)

(日) ft23-5767 

大洲中央病院 (東大洲)

ft24-4551 

1月2日

幽

【
行
政
相
談
】
(
総
務
庁
)

日
時

l
月
幻
日
同

9
時
1
ロ
時

場
所
市
役
所
二
階
会
議
室

急
ぐ
時
に
は

8
@
5
6
6
0
(
政
所
)

ま
た
は
含

@
4
2
9
4
(辻
)
ま
で

【
社
会
保
険
担
説
】

日
時

l
月
8
日
同
、
加
白
川W

日
時
j

M
時

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

担
当
松
山
西
社
会
保
険
事
務
所

【
何
で
も
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場

所

大

洲

隣

保

館

包

@
6
1
0
0

大
洲
福
祉
会
館

8
@
0
9
4
7

{
不
動
産
無
料
相
談
}

日
時

1
月
日
日
同

9
時
j

m
時

場
所
宅
建
協
会
大
洲
支
部

1月3日

出

嗣
上
田
喜
六
不
動
産

中
村
三
三
O
|
九
台
@
4
4
5
2

【
青
少
年
相
談
電
話
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

8
@刊
が
h
V
M
h

【
ふ
れ
霊
ス
ク
ー
ル
相
談
電
話
}

不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
に
関
す
る
ご

相
談
は
何
で
も
承
り
ま
す
。

日

時

毎

日

8
時
叩
分
j

u
時

8
@
いピい川じい

担
当
国
立
大
洲
青
年
の
家

【
定
期
税
務
相
談
}

日
時

1
月
9
日州
四

日
時
j
日
時

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

内
容
税
金
に
関
す
る
こ
と
全
般

担
当
高
松
国
税
局
税
務
相
談
室
松
山

分
室

1月15日

附

l月18日

(日)

【
市
民
法
律
相
談
}

市
の
顧
問
弁
護
士
が
相
談
に
お
答
え

し
ま
す
。

日
時

1
月
白
日
回

目
時
j

m
時

場
所
市
民
会
館
会
議
室

※
予
約
が
必
要
で
す
。
総
務
財
政
課
行

政
係
会

@
2
1
1
1
(
内
線
3
2
8
)

保

健

所

歯

科

相

談

V
こ
ど
も
の
歯
科
相
談

日

時

1
月
出
日
同

日
時
j

H
時
加
分

乳
幼
児

歯
ブ
ラ
シ
、
コ
ッ
プ
、

ル
、
エ
。
フ
ロ
ン

百
円
j
五
百
円

対

象

持
参
品

布ノ

4
A吋

料

jべ
豆乙

保健センターだより

合 24-3775

0乳幼児健康診査。
1月6日伏)平成9年8月生※

1月13日(刈平成9年8・9月生。
1月20日ω 平成8年6月生
1月27日ω 平成6年12月生
※は肱南・久米 ・肱北・ 喜多 ・平

地区のみ

Oは連絡所のみ
受付時間 13:00~13:30 

実施場所大洲市保健センター

持参品母子手帳・アンケート

パスタオJレ(※のみ)

O乳幼児育児相談。
1月21日(刻平成9年2・3月生0
0は連絡所のみ
受付時間 9:30 ~ 10:00 

実施場所大洲市保健センター

持参品母子手帳・パスタオル

。健康相談・栄養相談。

1月26日(月)
10:00 ~ 12:00 、 13:00 ~15:00 

実施場所大洲市保健センター

持参品健康手帳

。平成10年度検診申込カード

告戸配布。

検診の役割は、病気の早期に発

見するとともに、各自の健康状態

をチェックすることにあります。

大洲市では各地区で成人病検診・

肺がん検診・胃がん検診・大腸が

ん検診・子宮がん検診 ・乳がん検

診を実施しております。

市民のみなさんが、平成10年度

検診をどこで受けられるかを「検

診申込カードjでおたずねし、市

で行う各種検診の問診票を送付さ

せていただきます。

「検診申込カード」は12月末に

配布しております。

受診の有無に関わらず、申込カー

ドに必要事項を記入の上、 1月末

までに区長さんにお渡し下さい。

アンケートではありませんので、

必ず提出をお願いします。

[平日夜間の急患]

月・火曜日 市立大洲病院(西大iHI)

ft24-2151 

加戸病院 (若宮)

ft24-5101 

大洲中央病院(東対州)

ft24-4551 
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